












































































































神奈川県内では、平成２６年から平成３０
年までの５年間で、歩行中に交通事故に遭
い、死傷した年齢は、
７歳（小学校１，２年生）が最も多く、

その原因のほとんどは、飛び出しによる
ものです。
中学生では、自転車乗車時の並進やイヤ
ホン等使用で警告される件数が増加してい
ます。




